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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「武蔵村山市次期子ども・子育て支援事業計画（令和７年度～令和 11 年度）」の策定にあたり、

子ども・若者を取り巻く現状や課題を把握し、今後の子ども・若者施策に役立てることを目的と

して実施したものです。 

 

２ 調査対象 

本市にお住まいの 18 歳から 39 歳までの方 

※対象者については、住民基本台帳に基づき、無作為に抽出。 

 

３ 調査期間 

令和６年２月１日から令和６年２月 19 日まで 

 

４ 調査方法 

郵送配付・郵送回収及びインターネット回答 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

1,000 通 
166 通 

（うち WEB 46 通） 
16.6％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

  



2 

Ⅱ 結果の概要 

１ あなた自身のことについて 

 性別に偏りはないが若年層の割合が低い。 

回答者は「女性」の割合が 57.2％、「男性」の割合が 41.6％となっています。【問１】 

回答者の年齢については、「35 歳～39 歳」の割合が 25.9％、次いで「20 歳～24 歳」、「30 歳～

34 歳」の割合が 22.9％となっています。一方、「18～19 歳」が 5.4％と低くなっています。 

【問２】 

 同居人数は「４人」が多く、同居している家族は「父」、「母」、「配偶者」が多い。 

同居している家族の人数は「４人」の割合が 32.5％となっています。【問３】 

また、同居している家族は「配偶者（パートナー）」の割合が 45.8％、次いで「母」の割合が

43.4％、「父」の割合が 40.4％となっています。【問４】 

 起床時間は「午前７時頃」より前が多く、就寝時間は「午後 10 時頃」から「午前１時頃」
が多い。 

起床時間は「午前７時頃」が 27.7％、「午前６時頃」が 23.5％、「午前６時より前」が 20.5％

となっています。【問６】 

また、就寝時間は「午前０時頃」が 34.9％、「午後 11 時頃」が 18.1％、「午前１時頃」が 17.5％、

「午後 10 時頃」が 16.3％となっています。【問７】 

 朝食を「毎日食べる」の割合が半分以上だが、食べない方も一定数みられる。 

朝食を「毎日食べる」の割合は 57.8％と半数以上になっています。一方、「ほとんど食べない」

割合は 15.7％となっています。【問８】 

 外出頻度は大半が「毎日」「３～４日」だが、「家からは出ない」方もわずかにみられる。 

「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合が 62.0％と高く、「仕事や学校で週に３～４日外

出する」の割合が 19.9％となっています。「自室からは出るが、家からは出ない」の割合は 1.2％

と最も少なくなっています。【問９】 

 大部分の方がスマートフォン、携帯電話、タブレット、パソコン等を持っており、私用では
１日平均して２時間以上利用している方が多い。 

スマートフォン等を「持っている（利用している）」の割合は 97.6％と高くなっています。 

【問 12】 

また、利用時間については、学校・会社に関する用途では「30 分以上１時間未満」が 38.3％、

私用では「２時間以上３時間未満」が 27.8％、「５時間以上」が 25.3％、「３時間以上４時間未

満」が 20.4％となっています。【問 13】 
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 インターネットの危険性については、インターネット上のコミュニケーションに関する問題
やセキュリティに関する問題について説明を受けたり、学んだりした割合が高い。 

「インターネット上のコミュニケーションに関する問題」の割合が 66.9％と高く、次いで「プ

ライバシー保護に関する問題」の割合が 66.3％、「セキュリティに関する問題」の割合が 56.6％

となっています。【問 15】 

 

２ 働くことについて 

 現在仕事をしている方、今後仕事をしたい方が大部分だが、働けない・働きたくない方も一
定数みられる。 

現在収入を伴う仕事を「している」方が 77.7％となっています。【問 17】 

また、「していない」方のうち、「今は働いていないがそのうち働きたい」の割合が 54.1％、次

いで「仕事があればすぐに働きたい」の割合が 18.9％、「働きたいが働けない」の割合が 16.2％

となっています。また、「働きたいと思わない」の割合は 8.1％となっています。【問 18】 

 

 仕事への満足度は比較的高いが、給与面での不満や不安を抱えている方も一定数みられる。 

現在の仕事に「やや満足している」の割合が 25.6％、「満足している」の割合が 24.8％となっ

ています。一方、「やや不満である」の割合が 14.7％、「不満である」の割合が 10.1％となって

います。【問 19】 

不満の理由としては「給料が安い」が 62.5％と高く、「上司や同僚との人間関係が悪い」の割

合が 40.6％となっています。【問 19-１】 

また、仕事の満足度に対して「どちらともいえない」「やや満足している」「満足している」と

答えた方の中で、雇用形態について不安なことは、「不安なことは無い」の割合が 41.1％となっ

ています。一方、「収入が少ない」の割合は 40.0％となっています。【問 20】 

 
３ 家族や家庭について 

 家族のことで困っていることや嫌なことがある方は少ないが、家が散らかっていることや家
族の世話が大変であることに困っている方が一定数みられる。 

家族のことで困っていることや嫌なことは「特にない」の割合が 69.9％と高くなっています。

その他の選択肢では「家の中が散らかっている」の割合が 11.4％、「家族の世話が大変である」

の割合が 7.2％となっています。【問 22】 

 現在の配偶者（パートナー）と知り合ったきっかけは「職場・アルバイト先」が多い。 

現在の配偶者（パートナー）と知り合ったきっかけについては、「職場・アルバイト先」の割

合が 33.8％となっています。また、「友人や兄弟姉妹を通じて」の割合が 17.5％、「学校」の割

合が 13.8％となっているほか、「インターネット・SNS」も 11.3％となっています。【問 25】 
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 結婚願望は「はい」が比較的多いものの「いいえ」も相当数みられる。 

いつかは結婚したいと思うかについて、「はい」の割合が 52.9％となっています。一方、「い

いえ」の割合が 40.0％となっています。【問 27】 

 結婚に抱いている不安や結婚したくない理由としては経済的な理由が多い。 

いつかは結婚したいと思うかについて、「はい」と答えた方が抱える不安としては「経済的な

面」が 62.2％と高くなっています。【問 27-１】 

また、「いいえ」と答えた方の結婚したくないと考える理由としては「自分の自由な時間をも

てないから」の割合が 41.2％、次いで「経済的な面」の割合が 38.2％となっています。【問 27-

２】 

 
４ 結婚・出産・子育てのしやすい環境づくりについて 

 結婚しやすい環境づくりに効果的な支援としては、共働き等就労面についての支援が多く挙
げられている。 

結婚しやすい環境をつくるには、どのような支援が効果的かについては「夫婦がともに働き続

けられるような職場環境の充実」の割合が52.4％、次いで「長時間労働の是正、有給休暇の取得

促進など、自由な時間の確保」の割合が48.2％、「女性が働きやすい環境づくり」の割合が46.4％

となっています。【問28】 

 子どもを持ちたいかについては「はい」と「いいえ」がほぼ同数となっており、持ちたい方
の大部分が子どもが生まれた後も働きたいと考えている。 

いつかは子どもを持ちたいかについて「はい」の割合が 50.5％、「いいえ」の割合が 47.4％と

なっています。【問 29-１】 

また、「はい」と答えた方で子どもが生まれた後、働く（働き続ける）考えがあるかについて

「はい」と答えた割合は 79.2％となっています。【問 29-３】 

いつかは子どもを持ちたいかについて「いいえ」と答えた方の理由については、「子育てに対

する不安」の割合が 55.6％、次いで「自分の時間の充実」の割合が 51.1％、「経済的な不安」の

割合が 46.7％となっています。【問 29-７】 

 子育てしやすい環境づくりに必要な市の支援は「子育てがしやすい税制や社会保障」、「保育
所などの預け先の施設の充実」が 40％を超えている。 

子育てしやすい環境づくりに必要な市の支援については、「子育てがしやすい税制や社会保障」

の割合が 46.4％、次いで「保育所などの預け先の施設の充実」の割合が 40.4％、「子どもの人数

に応じた経済的な支援」の割合が 39.8％となっています。【問 31】 
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５ 小学生や中学生の頃の経験について 

 小中学校での経験については「友人とよく話したり遊んだりした」割合が高いものの、いじ
めや不登校を経験している方も一定数みられる。 

小学校や中学校で経験したことについては、「友人とよく話したり遊んだりした」の割合が小

学生で 78.3％、中学生で 73.5％、次いで「親友と呼べる友人がいた」の割合が小学生で 57.8％、

中学生で 61.4％となっています。しかし、「クラスメイトにいじめられた」の割合が小学生で

22.9％、中学生で 24.1％、「学校という環境になじめなかった」の割合が小学生で 12.0％、中学

生で 15.7％、「不登校を経験した」の割合が小学生で 4.2％、中学生で 5.4％となっています。

【問 33】 

 
６ あなた自身の普段の生活や悩みなどについて 

 現在困っていることや悩んでいることについては「生活費のこと」「仕事のこと」「将来のこ
と」などの割合が高い。 

現在困っていることや悩んでいることについては、「将来のこと」の割合が 42.2％、次いで「生

活費のこと」の割合が 33.1％、「仕事のこと」の割合が 30.1％となっています。【問 35】 

 相談相手（場所）としては、「母親」「配偶者（パートナー）」「父親」などの家族が多いが、
「誰（どこ）にも相談しない・相談できない」方もわずかながらみられる。 

相談相手（場所）については、「母親」の割合が 63.3％と高く、次いで「配偶者（パートナー）」

の割合が 36.1％、「父親」の割合が 25.9％となっています。「誰（どこ）にも相談しない・相談

できない」方は 6.6％とわずかながらみられます。【問 36】 

 「自分は健康である」「たとえ親であっても自分のやりたいことに干渉しないでほしい」「苦
しい時は誰かに相談したり、助けを求めることができる」と考えている人が多い。 

様々な事柄についての考えを尋ねた設問で「そう思う」と答えた割合は、『自分は健康である』

で 39.8％、『苦しい時は誰かに相談したり、助けを求めることができる』で 39.2％、『たとえ親

であっても自分のやりたいことに干渉しないでほしい』で 34.3％となっています。「そう思わな

い」と答えた割合は、『どこにも居場所がないと感じる』で 65.1％、『自分の精神状態は健康で

はないと思う』で 41.6％となっています。【問 40】 

 生活の中での優先事項としては「家庭生活」を挙げている方が多い。 

生活の中での「仕事」「家庭生活」「個人の生活」の優先度について、「家庭生活を優先」の割

合が 23.5％、次いで「仕事と家庭生活と個人の生活をともに優先」の割合が 16.9％、「個人の生

活を優先」、「家庭生活と個人の生活をともに優先」の割合が 15.7％となっています。【問 42】 
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 子どもや若者への支援としては「生活や就学のための経済的援助」等の経済的支援を上げて
いる割合が高い。 

子どもや若者に対してどのような支援があるとよいと思うかについては「生活や就学のため

の経済的援助」の割合が 47.6％、次いで「安い家賃で住める住宅（寮や下宿のようなところ）」

の割合が 20.5％、「仕事に就けるようにするための就労に関する支援」の割合が 17.5％となって

います。【問 43】 

 子育てに関する考えについては、「男女が協力して家事・育児を行うことが大切である」と
考えている割合が高い。 

子育てに関する事柄について、『男女が協力して家事・育児を行うことが大切である』で「そ

う思う」の割合が 74.1％となっています。一方、『結婚して子どもを産み育てなければならない

というプレッシャーを強く感じる』では「そう思わない」の割合が 39.2％となっています。 

【問 44】 

 
７ 将来について 

 自分の居場所と思う場所については、「自分の部屋」「家庭」を挙げている割合が高い。 

自分の居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所）と思う場所について、「そう思う」と

答えた割合は、『自分の部屋』で66.3％、『家庭』で53.6％となっています。一方、『学校（卒業

した学校を含む）』では「そう思わない」の割合が39.2％となっています。【問47】 

 将来に関する不安としては「経済的なこと」を挙げている割合が高い。 

将来に関する不安については、「経済的なこと」の割合が 73.5％と高く、次いで「健康のこと」

の割合が 47.6％、「就職のこと」の割合が 26.5％となっています。【問 48】 

 
８ 武蔵村山市について 

 武蔵村山市にあればいいと思う場所については「思いっきり身体を動かせる場所」を挙げて
いる割合が高い。 

武蔵村山市にあればいいと思う場所について、「思いっきり身体を動かせる場所」の割合が

47.6％、次いで「趣味仲間が自由に集まれる場所」の割合が 32.5％、「静かに勉強したり本が読

める場所」の割合が 27.1％となっています。【問 49】 

 相談窓口については、全体的に認知度が低い傾向にある。 

相談窓口について「知らない」と答えた割合は、『東京都若者総合相談センター 若ナビα』

で 90.4％、『武蔵村山市市民なやみごと相談』で 84.3％、『緑が丘ふれあいセンター（女性弁護

士相談、こころの保健室）』で 78.9％となっています。【問 50】 
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 武蔵村山市に望む青少年や若者の政策については、経済的支援、いじめ・虐待への支援、居
場所の提供などを求める割合が高い。 

武蔵村山市に望む青少年や若者の政策としては、「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」

の割合が37.3％、次いで「いじめや虐待などの悩みを相談できる窓口を充実させ、支援する」、

「放課後などに気軽に行ける安全な居場所を提供する」の割合が28.3％となっています。【問51】 

 市の施策に対して意見を言う方法としてはアンケートを挙げる割合が高く、ＳＮＳやメール
なども一定数挙げられている。 

市の施策に対して自分の意見を言う方法としては、「アンケート（Web）」の割合が 62.7％と高

く、次いで「アンケート（紙）」の割合が 33.1％、「ＳＮＳ」の割合が 30.7％、「メール」の割合

が 28.3％となっています。【問 52】 
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Ⅲ 調査結果 

１ 回答者属性 

問１ あなたの性別を選んで○をつけてください。（○は１つ） 

「女性」の割合が 57.2％、次いで「男性」の割

合が 41.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

「35 歳～39 歳」の割合が 25.9％、次いで「20

歳～24 歳」、「30 歳～34 歳」の割合が 22.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたが同居している家族はあなたを入れて全員で何人ですか。 

（一時的に単身赴任している家族も人数に含みます。）（数字を記入） 

「４人」の割合が 32.5％、次いで「３人」の割

合が 25.9％、「５人」の割合が 14.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

男性

女性

どちらでもない

答えたくない

無回答

41.6

57.2

0.0

1.2

0.0

0 20 40 60

回答者数 = 166 ％

18歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

無回答

5.4

22.9

21.1

22.9

25.9

1.8

0 10 20 30

回答者数 = 166 ％

１人

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答

7.2

13.3

25.9

32.5

14.5

6.6

0.0

0 20 40
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問４ 現在、あなたが同居している家族を教えてください。（一時的に単身赴任している

家族も含みます。）（○はいくつでも）※あなたからみた続柄で〇をつけてくださ

い。 

「配偶者（パートナー）」の割合が 45.8％、次

いで「母」の割合が 43.4％、「父」の割合が 40.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたが住んでいる地域はどこですか。（○は１つ） 

「大南」の割合が 28.3％、次いで「学園」の割

合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

父

母

兄弟姉妹

祖父母

配偶者（パートナー）

子

同居人はいない（単身世
帯）

その他

無回答

40.4

43.4

28.3

7.2

45.8

39.8

6.6

0.6

0.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 166 ％

緑が丘

中藤

神明

中央

本町

三ツ木

岸

中原

残堀

伊奈平

大字三ツ木

三ツ藤

榎

学園

大南

無回答

2.4

1.8

4.2

3.6

6.6

7.2

6.6

8.4

8.4

5.4

0.0

3.0

1.8

10.8

28.3

1.2

0 10 20 30
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問６ あなたは普段（平日）何時ごろに起きますか。（○は１つ） 

「午前７時頃」の割合が 27.7％、次いで「午前

６時頃」の割合が 23.5％、「午前６時より前」の

割合が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたは普段（平日）何時ごろに寝ますか。（○は１つ） 

「午前０時頃」の割合が 34.9％、次いで「午後

11 時頃」の割合が 18.1％、「午前１時頃」の割合

が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは普段朝食を食べますか。（○は１つ） 

「毎日食べる」の割合が 57.8％、次いで「ほと

んど食べない」の割合が 15.7％、「週に３～４回

食べる」の割合が 11.4％となっています。 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

午前６時より前

午前６時頃

午前７時頃

午前８時頃

午前９時頃

午前10時頃

午前11時頃

正午以降

無回答

20.5

23.5

27.7

14.5

6.6

4.8

0.6

1.2

0.6

0 10 20 30

回答者数 = 166 ％

午後９時より前

午後９時頃

午後10時頃

午後11時頃

午前０時頃

午前１時頃

午前２時頃

午前３時頃以降

無回答

1.2

3.0

16.3

18.1

34.9

17.5

6.6

2.4

0.0

0 20 40

回答者数 = 166 ％

毎日食べる

週に５～６回食べる

週に３～４回食べる

週に１～２回食べる

ほとんど食べない

無回答

57.8

9.0

11.4

6.0

15.7

0.0

0 20 40 60
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問９ あなたは普段どのくらい外出しますか。最もあてはまるものに○をつけてくださ

い。（○は１つ） 

「仕事や学校で平日は毎日外出する」の割合

が62.0％、次いで「仕事や学校で週に３～４日

外出する」の割合が19.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９で「５．普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」から「８．自室か

らはほとんど出ない」に○をした方にお伺いします。 

問９－１ あなたが現在の状態となってどのくらい経ちますか。（○は１つ） 

「３か月未満」、「１年～３年未満」の回答数が

４件（22.2％）、次いで「３か月～６か月未満」の

回答数が３件（16.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

仕事や学校で平日は毎日外
出する

仕事や学校で週に３～４日
外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときど
き外出する

普段は家にいるが、自分の
趣味に関する用事のときだ
け外出する

普段は家にいるが、近所の
コンビニなどには出かける

自室からは出るが、家から
は出ない

自室からはほとんど出ない

無回答

62.0

19.9

3.6

3.6

4.8

4.8

1.2

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 18 ％

３か月未満

３か月～６か月未満

６か月～１年未満

１年～３年未満

３年～５年未満

５年～７年未満

７年～10年未満

10年～15年未満

15年～20年未満

20年～25年未満

25年～30年未満

30年以上

無回答

22.2

16.7

11.1

22.2

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0 10 20 30
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問９で「５．普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する」から「８．自室か

らはほとんど出ない」に○をした方にお伺いします。 

問９－２ あなたがそのような状況になったきっかけは何でしたか。（○は１つ） 

「妊娠・出産をしたこと」の回答数が５件

（27.8％）、次いで「特にない」の回答数が３件

（16.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－１で「３．６か月～１年未満」から「12．30 年以上」に○をした方にお伺いします。 

問９－３ あなたの外出の状況が現在の状態になったのは、何歳の頃ですか。 

（○は１つ） 

「35 歳～39 歳」の回答数が３件（37.5％）、次

いで「20 歳～24 歳」、「30 歳～34 歳」の回答数が

２件（25.0％）となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 18 ％

不登校になったこと

受験がうまくいかなかった
こと

就職活動がうまくいかな
かったこと

職場になじめなかったこと

人間関係がうまくいかな
かったこと

病気になったこと

妊娠・出産をしたこと

退職したこと

介護・看護を担うことに
なったこと

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のための緊急事態
宣言

特にない

その他

無回答

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

27.8

5.6

0.0

5.6

16.7

22.2

16.7

0 10 20 30

回答者数 = 8 ％

14歳以下

15歳～19歳

20歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

無回答

0.0

0.0

25.0

0.0

25.0

37.5

12.5

0 20 40
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問 10 あなたの職業（学生の人は学校）は、次のどれですか。（○は１つ） 

「会社員」の割合が 38.0％、次いで「パート、

アルバイト、契約社員など非正規職員」の割合が

19.3％、「大学生」の割合が 13.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

高校生

専門学校生

大学生

短期大学生

大学院生

予備校生

会社員

公務員

自営業・自由業

専門技術職・研究職

パート、アルバイト、契約
社員など非正規職員

家族従事者（家業を手伝っ
ている）

専業主婦・主夫

無職（求職中、職業訓練
中、資格取得のため勉強
中）

無職（特に求職活動をして
いない）

その他

無回答

0.0

1.8

13.9

0.0

0.0

0.0

38.0

4.8

3.6

2.4

19.3

1.2

7.2

3.6

1.2

1.8

1.2

0 20 40
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問 10 で「７．会社員」から「16．その他」に○をした方にお伺いします。 

問 11 あなたが最後に在籍した学校と除籍事由を教えてください。（○は１つ） 

「大学卒業」の割合が 25.4％、次いで「高校卒

業」の割合が 22.5％、「専門学校・専修学校卒業」

の割合が 17.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは、スマートフォン、携帯電話、タブレット、パソコン等（以後「スマー

トフォン等」という。）を持っていますか（利用していますか）。（○は１つ） 

「持っている（利用している）」の割合が97.6％、

「持っていない（利用していない）」の割合が

1.8％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

持っている（利用してい
る）

持っていない（利用してい
ない）

無回答

97.6

1.8

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 138 ％

中学校卒業

高校卒業

高校中退

短期大学・高等専門学校卒
業

短期大学・高等専門学校中
退

大学卒業

大学中退

大学院卒業

大学院中退

専門学校・専修学校卒業

専門学校・専修学校中退

その他

無回答

0.7

22.5

0.0

10.9

1.4

25.4

1.4

5.1

1.4

17.4

4.3

0.0

9.4

0 10 20 30
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問 12 で「１．持っている（利用している）」に○をした方にお伺いします。 

問 13 あなたは１日平均してどれくらいスマートフォン等を利用しますか。学校・会社

及び私用に分けてお答えください。（○はそれぞれ１つ） 

（１）学校・会社 

「30 分以上１時間未満」の割合が 38.3％、次

いで「５時間以上」の割合が 16.7％、「２時間以

上３時間未満」の割合が13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）私用 

「２時間以上３時間未満」の割合が 27.8％、次

いで「５時間以上」の割合が 25.3％、「３時間以

上４時間未満」の割合が20.4％となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 162 ％

30分以上１時間未満

１時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上

無回答

38.3

11.7

13.6

6.2

2.5

16.7

11.1

0 20 40

回答者数 = 162 ％

30分以上１時間未満

１時間以上２時間未満

２時間以上３時間未満

３時間以上４時間未満

４時間以上５時間未満

５時間以上

無回答

6.8

9.3

27.8

20.4

9.3

25.3

1.2

0 10 20 30
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問 14 インターネットの利用項目についてお聞きします。以下の選択肢の中から良く利

用するものを５つまで、利用する頻度が高いものから順にお答えください。 

（数字を記入） 

１位 

「ソーシャルネットワーキングサービスの利

用」の割合が 25.3％、次いで「動画の投稿・共有

サイトの利用」の割合が 21.7％、「情報検索」の

割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用

動画の投稿・共有サイトの
利用

情報検索

電子メールの送受信

オンラインゲームの利用

業務目的でオンライン会
議、システム利用

ホームページやブログの閲
覧や書き込み等

電子書籍・新聞等

商品・サービスの購入・取
引

インターネットオークショ
ン・フリーマーケットアプ
リによる購入・取引

デジタルコンテンツの購
入・取引

ｅラーニング

金融取引

オンライン診断

無回答

25.3

21.7

13.9

10.2

10.2

4.8

3.6

2.4

1.2

1.2

0.6

0.6

0.0

0.0

4.2

0 10 20 30



17 

２位 

「情報検索」の割合が 22.3％、次いで「ソーシ

ャルネットワーキングサービスの利用」の割合が

15.1％、「オンラインゲームの利用」の割合が

13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

情報検索

ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用

オンラインゲームの利用

電子メールの送受信

動画の投稿・共有サイトの
利用

商品・サービスの購入・取
引

ホームページやブログの閲
覧や書き込み等

電子書籍・新聞等

インターネットオークショ
ン・フリーマーケットアプ
リによる購入・取引

ｅラーニング

業務目的でオンライン会
議、システム利用

金融取引

デジタルコンテンツの購
入・取引

オンライン診断

無回答

22.3

15.1

13.3

12.7

12.7

8.4

4.2

2.4

1.8

1.2

0.6

0.6

0.0

0.0

4.8

0 10 20 30
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３位 

「情報検索」の割合が 23.5％、次いで「商品・

サービスの購入・取引」の割合が 12.7％、「ソー

シャルネットワーキングサービスの利用」の割合

が 10.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

情報検索

商品・サービスの購入・取
引

ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用

ホームページやブログの閲
覧や書き込み等

電子メールの送受信

動画の投稿・共有サイトの
利用

オンラインゲームの利用

電子書籍・新聞等

デジタルコンテンツの購
入・取引

インターネットオークショ
ン・フリーマーケットアプ
リによる購入・取引

業務目的でオンライン会
議、システム利用

金融取引

ｅラーニング

オンライン診断

無回答

23.5

12.7

10.2

9.0

7.8

7.8

7.2

3.6

3.0

2.4

1.2

0.6

0.6

0.0

10.2

0 10 20 30
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４位 

「商品・サービスの購入・取引」の割合が18.7％、

次いで「情報検索」の割合が 15.1％、「電子メー

ルの送受信」の割合が 11.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

商品・サービスの購入・取
引

情報検索

電子メールの送受信

動画の投稿・共有サイトの
利用

ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用

ホームページやブログの閲
覧や書き込み等

オンラインゲームの利用

インターネットオークショ
ン・フリーマーケットアプ
リによる購入・取引

電子書籍・新聞等

金融取引

デジタルコンテンツの購
入・取引

業務目的でオンライン会
議、システム利用

オンライン診断

ｅラーニング

無回答

18.7

15.1

11.4

8.4

6.6

4.8

4.8

4.2

3.6

3.0

1.8

1.2

0.6

0.0

15.7

0 10 20
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５位 

「商品・サービスの購入・取引」の割合が14.5％、

次いで「電子メールの送受信」の割合が 10.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

商品・サービスの購入・取
引

電子メールの送受信

ホームページやブログの閲
覧や書き込み等

情報検索

電子書籍・新聞等

オンラインゲームの利用

ソーシャルネットワーキン
グサービスの利用

動画の投稿・共有サイトの
利用

デジタルコンテンツの購
入・取引

インターネットオークショ
ン・フリーマーケットアプ
リによる購入・取引

金融取引

業務目的でオンライン会
議、システム利用

ｅラーニング

オンライン診断

無回答

14.5

10.2

7.8

7.8

6.6

6.0

4.2

4.2

3.6

3.6

2.4

1.8

1.8

0.0

25.3

0 10 20 30
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問 15 あなたは、インターネットの危険性についてどのような内容の説明を受けたり、

学んだりしましたか。（○はいくつでも） 

「インターネット上のコミュニケーションに

関する問題」の割合が 66.9％、次いで「プライバ

シー保護に関する問題」の割合が 66.3％、「セキ

ュリティに関する問題」の割合が56.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

インターネット上のコミュ
ニケーションに関する問題

プライバシー保護に関する
問題

セキュリティに関する問題

児童の性的被害に関する問
題

親に話せないサイトに関す
る問題

インターネットの過度の利
用に関する問題

電子商取引に関する問題

フィルタリングの必要性や
有効性

特にない

その他

無回答

66.9

66.3

56.6

48.8

47.6

43.4

41.6

27.1

13.3

0.0

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70
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２ 働くことについて 

問 16 あなたは現在就職活動や、進学のための勉強などをしていますか。（○は１つ） 

「していない」の割合が 67.5％、「している」

の割合が 30.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、現在収入を伴う仕事をしていますか。（○は１つ） 

「している」の割合が 77.7％、「していない」

の割合が 22.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 で「２．していない」に〇をした方にお伺いします。 

問 18 あなたは、今後、働くことについてどう考えていますか。（○は１つ） 

「今は働いていないがそのうち働きたい」の割

合が 54.1％、次いで「仕事があればすぐに働きた

い」の割合が 18.9％、「働きたいが働けない」の

割合が 16.2％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

している

していない

無回答

77.7

22.3

0.0

0 20 40 60 80

回答者数 = 166 ％

している

していない

無回答

30.1

67.5

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 37 ％

今は働いていないがそのう
ち働きたい
仕事があればすぐに働きた
い

働きたいが働けない

働きたいと思わない

無回答

54.1

18.9

16.2

8.1

2.7

0 20 40 60
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問 18 で「１．仕事があればすぐに働きたい」「２．今は働いていないがそのうち働きたい」「３．働

きたいが働けない」に○をした方にお伺いします。 

問 18－１ 「働きたい」という思いがある一方で、現在働いていない理由を教えてくだ

さい。（○はいくつでも） 

「今は学生だから学業を優先させるために働

いていない」の割合が 27.3％、次いで「時間につ

いて条件の合う仕事が見つからない」の割合が

24.2％、「家事等があり働く時間が確保できない」、

「自分には外で働くスキルがないと感じる」の割

合が 18.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 33 ％

今は学生だから学業を優先
させるために働いていない

時間について条件の合う仕
事が見つからない

家事等があり働く時間が確
保できない

自分には外で働くスキルが
ないと感じる

子どもの預け先が見つから
ない

社会生活（人間関係や就労
など）においてこれまでう
まくいかず自信がない

働きたいのか働きたくない
のか自分でもよくわからな
い

心身のバランスがとれず、
身動きがとれない

仕事の探し方がわからない

収入について条件の合う仕
事が見つからない

仕事に必要な専門知識や資
格がない

障害や病気で、働くことが
できない

家族の体調が不安定になっ
ている

特にない

その他

無回答

27.3

24.2

18.2

18.2

15.2

15.2

15.2

12.1

6.1

6.1

6.1

6.1

3.0

3.0

12.1

3.0

0 10 20 30
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問 17 で「１．している」に〇をした方にお伺いします。 

問 19 あなたは、現在の仕事に満足していますか。（○は１つ） 

「やや満足している」の割合が 25.6％、次いで

「満足している」の割合が 24.8％、「どちらとも

いえない」の割合が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 で「１．不満である」「２．やや不満である」に○をした方にお伺いします。 

問 19－１ 不満に感じる理由を教えてください。（○は３つまで） 

「給料が安い」の割合が 62.5％、次いで「上司

や同僚との人間関係が悪い」の割合が 40.6％、

「労働時間が長い」、「やりがいが感じられない」、

「責任が重すぎる」の割合が21.9％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 32 ％

給料が安い

上司や同僚との人間関係が
悪い

労働時間が長い

やりがいが感じられない

責任が重すぎる

不安定な雇用形態である

仕事内容が自分に合ってい
ない
自分の仕事を認めてもらえ
ない
職場に居場所がないと感じ
ている

社風になじめない

その他

無回答

62.5

40.6

21.9

21.9

21.9

12.5

12.5

12.5

6.3

3.1

3.1

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 129 ％

やや満足している

満足している

どちらともいえない

やや不満である

不満である

無回答

25.6

24.8

23.3

14.7

10.1

1.6

0 10 20 30
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問 19 で「３．どちらともいえない」「４．やや満足している」「５．満足している」に〇をした方に

お伺いします。 

問 20 あなたは現在の雇用形態について不安なことはありますか。（○はいくつでも） 

「不安なことは無い」の割合が 41.1％、次いで

「収入が少ない」の割合が 40.0％、「立場が不安

定である」の割合が 15.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
すべての方にお伺いします。 

問 21 今までに離職した経験はありますか。ある場合は、その時の理由を教えてくださ

い。（○はいくつでも） 

「離職の経験はない」の割合が 41.0％、次いで

「労働時間が長かった」の割合が 17.5％、「給料

が安かった」の割合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

離職の経験はない

労働時間が長かった

給料が安かった

結婚・出産を機に退社した

上司や同僚との人間関係が
悪かった
仕事内容が自分に合わな
かった
もっと条件のよい仕事が見
つかった

健康上の理由

やりがいが感じられなかっ
た

社風になじめなかった

責任が重すぎた

ほかにやりたいことがあっ
た（起業等）

不安定な雇用形態だった

自分の仕事を認めてもらえ
なかった

職場に居場所がなかった

解雇された

離職した理由は特にない

会社が倒産した

その他

無回答

41.0

17.5

16.9

14.5

13.9

12.7

12.7

10.2

9.6

7.8

6.6

4.8

4.2

3.6

3.0

2.4

2.4

1.8

5.4

3.6

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 95 ％

不安なことは無い

収入が少ない

立場が不安定である

スキルアップが困難である

周りからの評価や視線が厳
しい
金融機関等の信用を受けに
くい

その他

無回答

41.1

40.0

15.8

11.6

6.3

5.3

5.3

1.1

0 10 20 30 40 50
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３ 家族や家庭について 
すべての方にお伺いします。 

問 22 あなたは家族のことなどで、何か困っていることや嫌なことはありますか。 

（○はいくつでも） 

「特にない」の割合が 69.9％、次いで「家の中

が散らかっている」の割合が11.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 あなたは家でよく話をするほうですか。それとも話さないほうですか。 

（○は１つ） 

「よく話す」の割合が 59.0％、次いで「やや話

す」の割合が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

特にない

家の中が散らかっている

家族の世話が大変である

自分と兄弟姉妹との仲が悪
い

親と自分の仲が悪い

親同士の仲が悪い

家族の中に問題行動を起こ
す人がいる

家族の団らんや会話が少な
い

家には落ち着いて過ごせる
環境がない

家族から暴力や暴言などを
受けている

家にお金がなく、食事や着
る服がないときがある

その他

無回答

69.9

11.4

7.2

4.2

3.6

3.6

3.0

2.4

2.4

1.2

0.0

3.6

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70

回答者数 = 166 ％

よく話す

やや話す

あまり話さない

全く話さない

無回答

59.0

29.5

8.4

1.8

1.2

0 20 40 60
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問 24 あなたには配偶者（パートナー）がいますか。（○は１つ） 

「いない」の割合が 51.2％、「いる」の割合が

48.2％となっています。 

 

 

 

 

 

問 24 で「１．いる」に○をした方にお伺いします。 

問 25 あなたは、現在の配偶者（パートナー）とどのようなきっかけでお知り合いにな

りましたか。最もあてはまると思うものを選んでください。（○は１つ） 

「職場・アルバイト先」の割合が 33.8％、次い

で「友人や兄弟姉妹を通じて」の割合が 17.5％、

「学校」の割合が 13.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 で「２．いない」に○をした方にお伺いします。 

問 26 あなたは、現在交際している恋人はいますか。（○は１つ） 

「いない」の割合が 75.3％、「いる」の割合が

21.2％となっています。 

 

  

回答者数 = 166 ％

いる

いない

無回答

48.2

51.2

0.6

0 20 40 60

回答者数 = 85 ％

   いる

    いない

   無回答

21.2

75.3

3.5

0 20 40 60 80

回答者数 = 80 ％

職場・アルバイト先

友人や兄弟姉妹を通じて

学校

インターネット・SNS

部活・サークル・クラブ活
動等

幼なじみ・隣人関係

見合い（親戚・上司の紹介
も含む）

合コンやパーティー

結婚相談所

街中や旅行先

地域の活動・ボランティア
活動

その他

無回答

33.8

17.5

13.8

11.3

5.0

2.5

1.3

1.3

1.3

1.3

0.0

5.0

6.3

0 10 20 30 40
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問 24 で「２．いない」に○をした方にお伺いします。 

問 27 あなたは、いつかは結婚したいと思いますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が 52.9％、「いいえ」の割合が

40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 27－１ あなたが現在結婚について抱いている不安として、当てはまるものを選んで

ください。（○はいくつでも） 

「経済的な面」の割合が 62.2％、次いで「理想

の相手にめぐりあえるか」の割合が 48.9％、「家

族を持つ責任が重いこと」の割合が35.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 85 ％

   はい

    いいえ

    無回答

52.9

40.0

7.1

0 20 40 60

回答者数 = 45 ％

経済的な面

理想の相手にめぐりあえる
か

家族を持つ責任が重いこと

自分の自由な時間をもてる
か
仕事（学業）と両立できる
か

家事の分担について

自分の雇用が安定しないこ
と

親や周囲が同意しないこと

特にない

同性間の婚姻が法的に認め
られていないこと

その他

無回答

62.2

48.9

35.6

31.1

24.4

17.8

13.3

11.1

11.1

4.4

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 27 で「２．いいえ」に○をした方にお伺いします。 

問 27－２ あなたが結婚したくないと考える理由をお答えください。 

（○はいくつでも） 

「自分の自由な時間をもてないから」の割合が

41.2％、次いで「経済的な面」の割合が 38.2％、

「家族を持つ責任が重いから」の割合が32.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 34 ％

自分の自由な時間をもてな
いから

経済的な面

家族を持つ責任が重いから

理想の相手にめぐりあわな
いから
自分の雇用が安定していな
いから
同性間の婚姻が法的に認め
られていないから

家事の分担があるから

仕事（学業）と両立できな
いから

親や周囲が同意しないから

その他

無回答

41.2

38.2

32.4

26.5

17.6

14.7

11.8

11.8

0.0

20.6

8.8

0 10 20 30 40 50
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４ 結婚・出産・子育てのしやすい環境づくりについて 
すべての方にお伺いします。 

問 28 結婚しやすい、結婚したいと思える環境をつくるには、どのような支援が効果的

だと思いますか。（○はいくつでも） 

「夫婦がともに働き続けられるような職場環

境の充実」の割合が 52.4％、次いで「長時間労働

の是正、有給休暇の取得促進など、自由な時間の

確保」の割合が 48.2％、「女性が働きやすい環境

づくり」の割合が 46.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方にお伺いします。 

問 29 あなたには、現在、子どもがいますか。（○は１つ） 

「いない」の割合が 57.2％、「いる」の割合が

40.4％となっています。 

 

  

回答者数 = 166 ％

    いる

     いない

     無回答

40.4

57.2

2.4

0 20 40 60

回答者数 = 166 ％

夫婦がともに働き続けられ
るような職場環境の充実

長時間労働の是正、有給休
暇の取得促進など、自由な
時間の確保

女性が働きやすい環境づく
り

結婚や住宅に対する資金貸
与や補助支援

結婚した方が有利となるよ
うな税制や社会保障

安定した雇用機会の提供

安定した住居・住宅の供給

男女の出会いの場の提供

結婚に関する相談体制

支援は必要ない

その他

無回答

52.4

48.2

46.4

45.2

44.6

39.8

39.8

26.5

7.2

5.4

3.0

3.0

0 20 40 60
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問 29 で「２．いない」に○をした方にお伺いします。 

問 29－１ あなたは、いつかは子どもを持ちたいと思いますか。（○は１つ） 

「はい」の割合が 50.5％、「いいえ」の割合が

47.4％となっています。 

 

 

 

 

 

問 29－１で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 29－２ 子どもを持ちたい理由を選んでください。（○はいくつでも） 

「子どもがいると生活が楽しくなるから」の割

合が 64.6％、次いで「好きな人の子どもを持ちた

いから」の割合が 45.8％、「子どもは将来の社会

の支えとなるから」の割合が29.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29－１で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 29－３ あなたは、子どもが生まれた後、働く（働き続ける）考えがありますか。

（○は１つ） 

「はい」の割合が79.2％、次いで「わからない」

の割合が 18.8％となっています。 

 

  

回答者数 = 48 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

79.2

0.0

18.8

2.1

0 20 40 60 80

回答者数 = 95 ％

    はい

     いない

     無回答

50.5

47.4

2.1

0 20 40 60

回答者数 = 48 ％

子どもがいると生活が楽し
くなるから

好きな人の子どもを持ちた
いから

子どもは将来の社会の支え
となるから

結婚して子どもを持つこと
は自然なことだから

子どもは老後の支えになる
から

配偶者（パートナー）ある
いは親など周囲が望むから

子どもは夫婦関係を安定さ
せるから

子どもを持つことで周囲か
ら認められるから

その他

無回答

64.6

45.8

29.2

20.8

18.8

16.7

10.4

2.1

2.1

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 29－３で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 29－４ あなたは、子どもが生まれたとき、育児休業を取得したいと思いますか。

（○は１つ） 

「はい」の割合が73.7％、次いで「わからない」

の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 29－４で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 29－５ あなたは、子どもが何歳何か月頃まで育児休業を取得したいと思いますか。

最も近いものに○をつけてください。（○は１つ） 

「１歳頃」、「２歳まで」の割合が 25.0％、次い

で「１歳以前」、「１歳６か月頃」の割合が 21.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29－１で「１．はい」に○をした方にお伺いします。 

問 29－６ あなたは、子どもが通う保育所や幼稚園を選ぶとした場合、何を最も重視し

ますか。（○は１つ） 

「教育・保育の内容」の割合が 37.5％、次いで

「費用」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

  

回答者数 = 38 ％

はい

いいえ

わからない

無回答

73.7

2.6

21.1

2.6

0 20 40 60 80

回答者数 = 28 ％

１歳以前

１歳頃

１歳６か月頃

２歳まで

その他

無回答

21.4

25.0

21.4

25.0

7.1

0.0

0 10 20 30

回答者数 = 48 ％

教育・保育の内容

費用

施設・設備

預かる時間

その他

無回答

37.5

12.5

6.3

2.1

2.1

39.6

0 20 40



33 

問 29－１で「２．いいえ」に○をした方にお伺いします。 

問 29－７ あなたが子どもを持ちたいと思わない理由を選んでください。 

（○はいくつでも） 

「子育てに対する不安」の割合が 55.6％、次い

で「自分の時間の充実」の割合が 51.1％、「経済

的な不安」の割合が 46.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方にお伺いします。 

問 30 一般的に女性が職業を持つことについて、あなたの考えを教えてください。 

（○は１つ） 

「子どもを持っても、ずっと職業を続ける方が

よい」の割合が 47.0％、次いで「わからない」の

割合が 15.1％、「子どもを持ったら職業をやめ、

大きくなったら再び職業を持つ方がよい」の割合

が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

子どもを持っても、ずっと
職業を続ける方がよい

わからない

子どもを持ったら職業をや
め、大きくなったら再び職
業を持つ方がよい

子どもを持つまでは、職業
を持つ方がよい

結婚するまでは職業を持つ
方がよい

女性は職業を持たない方が
よい

その他

無回答

47.0

15.1

13.9

4.2

1.2

0.6

12.0

6.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 45 ％

子育てに対する不安

自分の時間の充実

経済的な不安

仕事・キャリアへの影響

理由は特にない

夫婦で過ごす時間の確保

健康上の理由

その他

無回答

55.6

51.1

46.7

22.2

15.6

11.1

11.1

11.1

2.2

0 20 40 60
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問 31 子育てしやすい環境づくりについて、市としてどのような支援があればよいと思

いますか。（○は３つまで） 

「子育てがしやすい税制や社会保障」の割合が

46.4％、次いで「保育所などの預け先の施設の充

実」の割合が 40.4％、「子どもの人数に応じた経

済的な支援」の割合が 39.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

子育てがしやすい税制や社
会保障

保育所などの預け先の施設
の充実

子どもの人数に応じた経済
的な支援

育児や住宅に対する資金貸
与や補助支援

子育てに関する相談、サ
ポート体制の充実

男性の育児休暇取得の推奨

子育てを地域で見守るコ
ミュニティの充実

祖父母との同居の促進・支
援

育児に関するセミナーなど
の開催

市民への妊婦や出産に関す
る啓発

支援は必要ない

その他

無回答

46.4

40.4

39.8

30.1

19.9

19.9

11.4

3.6

2.4

1.2

0.6

4.8

19.9

0 10 20 30 40 50
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５ 小学生や中学生の頃の経験について 
すべての方にお伺いします。 

問 32 あなたが小学生や中学生の時に、家庭で次のような経験をしたことはあります

か。（○はいくつでも） 

小学生 

「自分の誕生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした」の割合が 91.0％、次い

で「学校の行事があるときは見に来てくれた」の割合が 90.4％、「毎日家族で一緒に食事をする

機会があった」の割合が 88.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

自分の誕生日をお祝いしてく
れたり、季節の行事を楽しん
だりした

学校の行事があるときは見に
来てくれた

毎日家族で一緒に食事をする
機会があった

家族で一緒に出掛けたり、何
かに取り組んだりした（外
出、運動、料理、地域の行事
への参加など）

家の手伝いをして感謝された

家で勉強を見てもらった

家族と一緒に過ごすことがと
ても楽しいと感じた

つらい時や悲しい時に家族が
支えてくれたり、守ってくれ
たりした

生活に当たって必要なことは
なるべく自分でできるように
教えてくれた

お金の価値や使い方について
教えてくれた

近所の人と家族ぐるみでつき
あっていた

テレビを見る時間が決められ
ていた

家族から読書を勧められた
り、読んだ本の感想を話し
合ったりした

引越しや転校で、それまで仲
の良かった友人と離れた

91.0

90.4

88.6

82.5

75.9

73.5

72.3

69.3

54.2

50.0

46.4

27.1

26.5

22.3

0 20 40 60 80 100
％

家事（食事の準備や掃除、洗
濯）をしていた

やりたいことがあっても我慢
をすることが多かった

自分や家族が大きな病気をし
たり、事故にあったりした

兄弟姉妹や他の家の子と比較
されることが嫌だった

何でも自分一人で決めて、家
族に相談することはなかった

きょうだいのお世話や保育園
などへの送り迎えをしていた

親から自分の存在を否定する
ようなことを言われた

家で一人で食事をするなど、
一人で過ごす時間が長かった

家に自分の居場所はないと感
じていた

その他の印象的な経験

特にない

家族の身体的な介護（入浴や
トイレの世話等）をしていた

家のお金の管理をしていた

無回答

22.3

16.3

15.7

13.9

7.8

6.0

5.4

4.8

3.0

1.2

0.6

0.0

0.0

1.8

0 20 40 60 80 100
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中学生 

「自分の誕生日をお祝いしてくれたり、季節の行事を楽しんだりした」の割合が 84.3％、次い

で「毎日家族で一緒に食事をする機会があった」の割合が 79.5％、「学校の行事があるときは見

に来てくれた」の割合が 75.3％となっています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

自分の誕生日をお祝いしてく
れたり、季節の行事を楽しん
だりした

毎日家族で一緒に食事をする
機会があった

学校の行事があるときは見に
来てくれた

家族で一緒に出掛けたり、何
かに取り組んだりした（外
出、運動、料理、地域の行事
への参加など）

家の手伝いをして感謝された

つらい時や悲しい時に家族が
支えてくれたり、守ってくれ
たりした

生活に当たって必要なことは
なるべく自分でできるように
教えてくれた

家族と一緒に過ごすことがと
ても楽しいと感じた

お金の価値や使い方について
教えてくれた

家で勉強を見てもらった

近所の人と家族ぐるみでつき
あっていた

家事（食事の準備や掃除、洗
濯）をしていた

やりたいことがあっても我慢
をすることが多かった

何でも自分一人で決めて、家
族に相談することはなかった

84.3

79.5

75.3

64.5

61.4

59.0

54.8

54.2

47.6

33.1

26.5

22.9

21.1

14.5

0 20 40 60 80 100
％

家族から読書を勧められた
り、読んだ本の感想を話し
合ったりした

自分や家族が大きな病気を
したり、事故にあったりし
た

兄弟姉妹や他の家の子と比
較されることが嫌だった

テレビを見る時間が決めら
れていた

家で一人で食事をするな
ど、一人で過ごす時間が長
かった

親から自分の存在を否定す
るようなことを言われた

家に自分の居場所はないと
感じていた

引越しや転校で、それまで
仲の良かった友人と離れた

きょうだいのお世話や保育
園などへの送り迎えをして
いた

その他の印象的な経験

特にない

家族の身体的な介護（入浴
やトイレの世話等）をして
いた

家のお金の管理をしていた

無回答

13.9

13.3

12.7

9.0

7.8

7.8

7.2

5.4

4.2

1.2

1.2

0.6

0.0

3.0

0 20 40 60 80 100
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問 33 あなたは、小学校や中学校で、次のような経験をしたことがありますか。 

（○はいくつでも） 

小学生 

「友人とよく話したり遊んだりした」の割合が

78.3％、次いで「親友と呼べる友人がいた」の割

合が 57.8％、「学校に行くのが楽しみだった」の

割合が 54.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

友人とよく話したり遊んだ
りした

親友と呼べる友人がいた

学校に行くのが楽しみだっ
た

クラスやクラブ活動の友人
と一緒に取り組むことを通
して達成感を感じた

勉強で新しいことを学ぶの
は面白いと感じた

信頼できる先生との出会い
があった

クラスメイトにいじめられ
た

いじめがあるのを知ってい
たが、見て見ぬふりをして
しまった

学校という環境になじめな
いと感じていた

学校の勉強についていけな
かった

クラスメイトをいじめた

人づきあいが煩わしく、一
人でいる方が楽だった

学校には居場所がないと感
じていた

友人といるよりも一人で過
ごす時間の方が充実してい
た

学校の先生との関係がうま
くいかなかった

学校に行く意味はないと感
じていた

不登校を経験した

まわりとの習慣や言葉の違
いでつらい思いをした

特にない

その他の印象的な経験

無回答

78.3

57.8

54.2

50.0

43.4

33.1

22.9

13.9

12.0

11.4

10.2

10.2

9.0

8.4

6.0

6.0

4.2

3.6

1.8

0.0

7.8

0 20 40 60 80
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中学生 

「友人とよく話したり遊んだりした」の割合が

73.5％、次いで「親友と呼べる友人がいた」の割

合が 61.4％、「クラスやクラブ活動の友人と一緒

に取り組むことを通して達成感を感じた」の割合

が 52.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

友人とよく話したり遊んだ
りした

親友と呼べる友人がいた

クラスやクラブ活動の友人
と一緒に取り組むことを通
して達成感を感じた

学校に行くのが楽しみだっ
た

勉強で新しいことを学ぶの
は面白いと感じた

信頼できる先生との出会い
があった

クラスメイトにいじめられ
た

学校の勉強についていけな
かった

いじめがあるのを知ってい
たが、見て見ぬふりをして
しまった

人づきあいが煩わしく、一
人でいる方が楽だった

学校という環境になじめな
いと感じていた

友人といるよりも一人で過
ごす時間の方が充実してい
た

学校には居場所がないと感
じていた

学校に行く意味はないと感
じていた

学校の先生との関係がうま
くいかなかった

不登校を経験した

クラスメイトをいじめた

まわりとの習慣や言葉の違
いでつらい思いをした

特にない

その他の印象的な経験

無回答

73.5

61.4

52.4

44.0

38.6

30.7

24.1

18.1

16.9

16.3

15.7

12.7

9.0

9.0

7.2

5.4

4.8

3.6

1.2

0.6

6.6

0 20 40 60 80
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問 34 あなたは、小学生や中学生の時に、次のような経験をしたことがありますか。 

（○はいくつでも） 

小学生  

「海や川、雪の中で遊んだ」の割合が 78.9％、

次いで「生き物を飼ったり、動物と触れ合ったり

した」の割合が 66.3％、「自然の中でハイキング

やキャンプをした」の割合が64.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

海や川、雪の中で遊んだ

生き物を飼ったり、動物と
触れ合ったりした

自然の中でハイキングや
キャンプをした

チョウやトンボ、バッタな
どの昆虫をつかまえた

一生懸命にやったことが認
められて嬉しかった

太陽が昇るところや沈むと
ころ、夜空の星を見たりし
た

道に落ちているゴミを拾っ
たり、落とし物を拾って交
番に届けたりした

友人と協力して何かを作り
上げた

困っている人を助けてお礼
を言われた

野鳥を見たり、鳴く声を聞
いたりした

自分でナイフや包丁を使っ
て作った料理を食べておい
しいと思った

困ったときや悲しいとき
に、まわりの人が助けてく
れて心があたたかくなった

赤ちゃんのお世話をした
り、自分より小さな子と一
緒に遊んだりした

弱いものいじめやケンカを
やめさせたり、仲直りさせ
た

仕事の経験をして興味が湧
いた

その他の印象的な経験

特にない

無回答

78.9

66.3

64.5

63.3

54.8

46.4

45.2

44.0

43.4

41.6

41.6

38.0

28.3

14.5

14.5

1.8

1.8

6.0

0 20 40 60 80
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中学生 

「海や川、雪の中で遊んだ」の割合が 54.8％、

次いで「一生懸命にやったことが認められて嬉し

かった」の割合が 50.0％、「生き物を飼ったり、

動物と触れ合ったりした」の割合が48.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

海や川、雪の中で遊んだ

一生懸命にやったことが認
められて嬉しかった

生き物を飼ったり、動物と
触れ合ったりした

友人と協力して何かを作り
上げた

困ったときや悲しいとき
に、まわりの人が助けてく
れて心があたたかくなった

自分でナイフや包丁を使っ
て作った料理を食べておい
しいと思った

困っている人を助けてお礼
を言われた

自然の中でハイキングや
キャンプをした

太陽が昇るところや沈むと
ころ、夜空の星を見たりし
た

道に落ちているゴミを拾っ
たり、落とし物を拾って交
番に届けたりした

野鳥を見たり、鳴く声を聞
いたりした

仕事の経験をして興味が湧
いた

赤ちゃんのお世話をした
り、自分より小さな子と一
緒に遊んだりした

チョウやトンボ、バッタな
どの昆虫をつかまえた

弱いものいじめやケンカを
やめさせたり、仲直りさせ
た

特にない

その他の印象的な経験

無回答

54.8

50.0

48.2

46.4

41.6

41.0

40.4

38.6

36.1

30.7

25.3

24.7

24.7

18.7

16.3

4.2

0.6

12.7

0 10 20 30 40 50 60
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６ あなた自身の普段の生活や悩みなどについて 

問 35 あなたは、現在困っていることや悩んでいることがありますか。 

（○はいくつでも） 

「将来のこと」の割合が 42.2％、次いで「生活

費のこと」の割合が 33.1％、「仕事のこと」の割

合が 30.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

将来のこと

生活費のこと

仕事のこと

健康のこと

政治や社会のこと

就職のこと

容姿のこと

家族のこと

性格のこと

特にない

恋愛のこと

はっきりとした悩みはない
が、なんとなく不安

学費のこと

心に関すること

勉強や進学のこと

友人や仲間のこと

性別や体のこと

その他

無回答

42.2

33.1

30.1

24.7

22.9

21.1

18.7

17.5

15.1

15.1

14.5

13.9

10.8

9.6

7.2

4.8

4.8

0.6

3.0

0 10 20 30 40 50
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問 36 あなたが何でも話せる相手や、悩んでいるときに相談に乗ってくれる人（場所）

を教えてください。（○はいくつでも） 

「母親」の割合が 63.3％、次いで「配偶者（パートナー）」の割合が 36.1％、「父親」の割合が

25.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

自分の子ども

カウンセラー、精神科医

趣味の団体・グループなど
の仲間

学校の先生

学校の先輩

市町村の役所などの相談機
関の窓口

相談機関のＳＮＳ相談

塾、予備校、習い事の先生

相談機関の電話相談

相談機関のメール相談

その他

無回答

3.6

3.6

3.0

1.8

0.6

0.6

0.6

0.0

0.0

0.0

6.6

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70
回答者数 = 166 ％

母親

配偶者（パートナー）

父親

兄弟姉妹

学生時代の友人

職場の上司や先輩

職場の同僚

近所の友人

学校の友人

祖父母、親戚

誰（どこ）にも相談しな
い・相談できない

交際相手

インターネット上で知り
合った人、質問サイト、掲
示板

63.3

36.1

25.9

23.5

22.9

12.0

9.6

9.0

8.4

7.2

6.6

6.0

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 36 で「24．誰（どこ）にも相談しない・相談できない」に○をした方にお伺いします。 

問 36－１ 相談しない・相談できない理由を教えてください。（○はいくつでも） 

「相談しても解決しないと思うから」の回答数

が５件（45.5％）、次いで「相談相手がいないか

ら」、「相談相手が信頼できないから」、「相談した

内容が漏れたら嫌だから」の回答数が４件

（36.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 11 ％

相談しても解決しないと思
うから

相談相手がいないから

相談相手が信頼できないか
ら

相談した内容が漏れたら嫌
だから

迷惑をかけてしまいそうで
申し訳ないから

何を相談したらいいかわか
らないから

以前、相談して嫌な思いを
したから

自分で解決しようと思うか
ら

人に自分の弱いところを見
せたくないから

誰かに頼ってはいけない気
がするから

インターネット等で調べれ
ばどうしたらいいかわかる
から

自分の好きなことなどをし
て気晴らしをするから

どこに相談したらよいかわ
からないから

相談するのにお金がかかり
そうだから

特にない

その他

無回答

45.5

36.4

36.4

36.4

18.2

18.2

18.2

18.2

9.1

9.1

9.1

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50
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すべての方にお伺いします。 

問 37 現在の状態（人間関係など置かれている環境や、不安に思っているもの・悩みな

ど）について、どこかに相談したいと思いますか。（○は１つ） 

「思わない」の割合が 56.0％、次いで「少し思

う」の割合が 22.9％、「思う」の割合が 10.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 で「１.非常に思う」「２.思う」「３.少し思う」のいずれかに○をした方にお伺いします。 

問 37－１ 現在の状態について相談するなら、どのようなところに相談したいと思いま

すか。（○はいくつでも） 

「親身に聴いてくれる」の割合が 67.7％、次い

で「信頼できる人がいる」の割合が 58.5％、「無

料で相談できる」の割合が 30.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

思わない

少し思う

思う

非常に思う

無回答

56.0

22.9

10.2

6.0

4.8

0 10 20 30 40 50 60

回答者数 = 65 ％

親身に聴いてくれる

信頼できる人がいる

無料で相談できる

すぐに対応してくれる

心理学の専門家がいる

匿名で相談できる

精神科医がいる

同じ悩みを持つ人と出会え
る

自宅から近い

医学的な助言をくれる

夜でも対応してくれる

自宅に専門家が来てくれる

その他

無回答

67.7

58.5

30.8

27.7

23.1

20.0

16.9

16.9

15.4

12.3

10.8

3.1

0.0

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70
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問 37 で「４．思わない」に○をした方にお伺いします。 

問 37－２ 相談したくないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

「特に理由はない」の割合が55.9％、次いで「相

談しても解決できないと思う」の割合が28.0％、

「相手にうまく話せないと思う」の割合が11.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての方にお伺いします。 

問 38 あなたは、休日を誰と過ごすことが多いですか。（○はいくつでも） 

「家族」の割合が73.5％、次いで「友人」の割

合が21.1％、「ひとりで過ごす」の割合が20.5％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 93 ％

特に理由はない

相談しても解決できないと
思う

相手にうまく話せないと思
う

自分のことを知られたくな
い

お金がかかる

何を聞かれるか不安に思う

相談機関が近くにない

相談したことを人に知られ
たくない

その他

無回答

55.9

28.0

11.8

6.5

4.3

3.2

3.2

0.0

9.7

2.2

0 10 20 30 40 50 60

回答者数 = 166 ％

家族

友人

ひとりで過ごす

恋人

ネット上で知り合った仲間
とオンラインで交流する

部、サークル活動、趣味の
グループの仲間

知人

その他

無回答

73.5

21.1

20.5

9.6

6.6

3.6

2.4

1.2

3.0

0 20 40 60 80
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すべての方にお伺いします。 

問 39 あなたは、小・中学校、高校に通学していた頃、「学校に行きたくない」と思った

ことがありますか。また、その頻度について、教えてください。（○は１つ） 

「ほとんどなかった」の割合が 41.0％、次いで

「毎日」の割合が 16.3％、「週に１回くらい」、「月

に１回くらい」の割合が12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 39 で「１．毎日」「２．１日おき」「３．週に１回くらい」「４．月に１回くらい」に○をした方

にお伺いします。 

問 39－１ あなたが「学校に行きたくない」と思った理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

「友人のこと」の割合が 38.0％、次いで「授業

のこと」の割合が31.6％、「いじめや暴力のこと」

の割合が 26.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

ほとんどなかった

毎日

週に１回くらい

月に１回くらい

一度もなかった

１日おき

無回答

41.0

16.3

12.0

12.0

8.4

7.2

3.0

0 10 20 30 40 50

回答者数 = 79 ％

友人のこと

授業のこと

いじめや暴力のこと

学校の先生のこと

成績や進学のこと

外見や性格のこと

部（クラブ）活動のこと

学校行事のこと

特にない

家族のこと

交際相手や恋愛のこと

その他

無回答

38.0

31.6

26.6

20.3

20.3

17.7

15.2

12.7

8.9

3.8

2.5

16.5

1.3

0 10 20 30 40
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すべての方にお伺いします。 

問 40 次の事柄について、あなたはどう感じていますか。 

（ア～タについてそれぞれ○は１つ） 

『ア 自分は健康である』、『タ 苦しい時は誰かに相談したり、助けを求めることができる』

で「そう思う」の割合が高くなっています。また、『ソ どこにも居場所がないと感じる』で「そ

う思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166

ア　自分は健康である

イ　生きるのが苦しいと感じる
　　ことがある

ウ　人に会うのが不安だった
　　り、怖いと感じる

エ　今の生活が充実している

オ　パソコン、携帯電話、スマ
　　ホがないと少しの時間も落
　　ち着かない

カ　自分は自分の意見や気持ち
　　を表現できる

キ　何か（ものや人）に当たっ
　　たり、壊したくなることが
　　ある

ク　自分の意見と異なる人との
　　コミュニケーションは避け
　　たい

ケ　他人が自分をどのように思っ
　　ているのかとても不安にな
　　る

コ　人との付き合い方が不器用
　　なのではないかと不安にな
　　る

サ　家族に申し訳ないと思うこ
　　とが多い

シ　たとえ親であっても自分の
　　やりたいことに干渉しない
　　でほしい

ス　自分には良いところがある
　　と思う

セ　自分の精神状態は健康では
　　ないと思う

ソ　どこにも居場所がないと感
　　じる

タ　苦しい時は誰かに相談した
　　り、助けを求めることがで
　　きる

39.8

19.9

11.4

33.1

19.3

29.5

17.5

12.0

26.5

29.5

13.3

34.3

29.5

9.0

2.4

39.2

42.8

24.1

21.1

44.0

25.9

40.4

18.7

27.7

22.9

27.7

30.7

35.5

43.4

19.9

11.4

34.3

10.2

18.1

23.5

13.9

25.9

18.7

22.9

38.0

25.3

21.1

24.7

16.3

18.1

26.5

18.1

11.4

6.0

34.9

41.0

6.6

25.9

9.0

38.6

18.7

22.3

18.7

27.7

10.2

6.0

41.6

65.1

12.0

1.2

3.0

3.0

2.4

3.0

2.4

2.4

3.6

3.0

3.0

3.6

3.6

3.0

3.0

3.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答
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問 41 次の事柄について、あなたはどう思いますか。 

（ア～ソについてそれぞれ○は１つ） 

『ソ 苦しい時はお互いに助け合うことが大事だと思う』で「そう思う」の割合が高くなって

います。また、『コ これまで出合った人の中に信頼できる人はいない』で「そう思わない」の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

回答者数 = 166

ア　自分には生きていく上で
　　大切にしていることがある

イ　自分は社会をもっと良くし
　　たいと思う

ウ　自分は社会のために役に立
　　つことができると思う

エ　自分は周りの人から大切に
　　されている

オ　大事なことを自分ひとりで
　　決めるのは不安だ

カ　他人から間違いや欠点を指
　　摘されると、暗くてつらい
　　気分になる

キ　自分は将来やりたいことが
　　ある

ク　自分は役に立たないと強く
　　思うことがある

ケ　集団の中に溶け込めない

コ　これまで出会った人の中に
　　信頼できる人はいない

サ　自分はもっとよい自分にな
　　れると思う

シ　困ったことや苦しいことが
　　あっても自分なら乗り越え
　　られると思う

ス　今の自分が好きである

セ　何らかの理由で家や自分の
　　部屋に閉じこもるのも仕方
　　がないと思う

ソ　苦しい時はお互いに助け合
　　うことが大事だと思う

46.4

22.3

12.0

30.7

30.1

21.7

21.1

18.1

19.9

1.8

30.7

25.3

16.3

35.5

50.6

30.1

40.4

34.9

49.4

37.3

30.7

25.9

19.9

25.3

7.2

38.6

48.2

38.0

38.6

40.4

14.5

24.1

38.0

13.9

16.9

29.5

33.7

31.3

21.1

29.5

21.7

13.9

28.3

12.0

2.4

6.0

9.6

11.4

2.4

12.0

13.9

15.7

27.1

30.1

57.8

4.2

8.4

13.3

9.6

3.0

3.0

3.6

3.6

3.6

3.6

4.2

3.6

3.6

3.6

3.6

4.8

4.2

4.2

4.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 42 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「個人の生活」の優先度について、あなたの

希望（理想）に最も近いものを選んでください。（○は１つ） 

「家庭生活を優先」の割合が23.5％、次いで「仕

事と家庭生活と個人の生活をともに優先」の割合

が16.9％、「個人の生活を優先」、「家庭生活と個

人の生活をともに優先」の割合が15.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

家庭生活を優先

仕事と家庭生活と個人の生
活をともに優先

個人の生活を優先

家庭生活と個人の生活をと
もに優先

仕事と家庭生活をともに優
先

仕事と個人の生活をともに
優先

わからない

仕事を優先

無回答

23.5

16.9

15.7

15.7

10.2

8.4

4.2

3.6

1.8

0 10 20 30
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問 43 あなたは、子どもや若者に対してどのような支援があるとよいと思いますか。 

（○は３つまで） 

「生活や就学のための経済的援助」の割合が

47.6％、次いで「安い家賃で住める住宅（寮や下

宿のようなところ）」の割合が 20.5％、「仕事に就

けるようにするための就労に関する支援」の割合

が 17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

生活や就学のための経済的
援助

安い家賃で住める住宅（寮
や下宿のようなところ）

仕事に就けるようにするた
めの就労に関する支援

心の悩みや気持ちについて
話を聞いてくれるところ

自然体験や集団遊びなど、
多様な活動機会の提供

困ったときには寄り添って
支援してくれるサポート体
制

子どもを見守る地域のつな
がりや支え合い

仲間と出会え、一緒に活動
できるところ

進路や生活についてなんで
も相談できるところ

読み書き計算などの基礎的
な学習への支援

本格的な就労をする前の中
間的な就労場所の設置

企業などでの職場体験等の
機会

地域における居場所の提供

わからない

特にない

その他

無回答

47.6

20.5

17.5

16.3

15.7

15.7

14.5

14.5

10.8

9.6

6.6

6.0

4.2

4.2

2.4

3.6

12.0

0 10 20 30 40 50



51 

問 44 次の事柄について、あなたはどう思いますか。 

（ア～オについてそれぞれ○は１つ） 

『イ 男女が協力して家事・育児を行うことが大切である』で「そう思う」の割合が高くなっ

ています。また、『ア 結婚して子どもを産み育てなければならないというプレッシャーを強く

感じる』で「そう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166

ア　結婚して子どもを産み育て
　　なければならないというプ
　　レッシャーを強く感じる

イ　男女が協力して家事・育児
　　を行うことが大切である

ウ　公共施設や商業施設などの
　　受付において、子連れの方
　　向けの優先レーンを設置し
　　たほうが良い

エ　子どもや子育てのために使
　　うということであれば、税
　　金が増えてもやむを得ない
　　と思う

オ　少子化対策は社会全体で取
　　り組むべき課題である

9.6

74.1

22.9

15.7

56.0

19.3

20.5

38.0

36.1

29.5

28.3

1.2

22.9

24.7

6.6

39.2

0.6

12.0

19.3

3.6

3.6

3.6

4.2

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答



52 

７ 将来について 

問 45 あなたは、自分の将来についてどう考えていますか。 

（ア～カについてそれぞれ○は１つ） 

『イ 将来のためにも、今頑張りたい』で「そう思う」の割合が高くなっています。また、『オ 

自分の将来についてはまったく考えていない』で「そう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 46 夢を持つことについて、次の項目ごとにあなたの考えに最もあてはまるものをそ

れぞれお答えください。（ア～オについてそれぞれ○は１つ） 

『イ 夢や希望に向かって頑張るということは大切なことだと思う』、『ア 夢や希望を持つこ

とはかっこいいと思う』で「そう思う」の割合が高くなっています。また、『エ 達成するのが難

しい夢や希望は持つべきではない』で「あまりそう思わない」の割合が、『オ 夢や希望を持って

もしかたがない』で「全くそう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

回答者数 = 166

ア　自分の将来に明るい希望を
　　持っている

イ　将来のためにも、今頑張り
　　たい

ウ　将来、一生懸命働きたい

エ　夢や目標を実現するために、
　　今何をしたらいいか考え、
　　行動している

オ　自分の将来についてはまっ
　　たく考えていない

カ　自分の将来について考えら
　　れる状況、余裕、時間が
　　ない

18.1

34.9

28.9

13.3

10.8

12.7

31.3

44.6

39.2

34.9

17.5

28.9

32.5

10.8

17.5

32.5

32.5

27.1

15.1

6.0

10.2

15.7

35.5

27.7

3.0

3.6

4.2

3.6

3.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う ややそう思う あまりそう思わない

全くそう思わない 無回答

回答者数 = 166

ア　夢や希望を持つことはかっ
　　こいいと思う

イ　夢や希望に向かって頑張る
　　ということは大切なことだ
　　と思う

ウ　夢や希望を持つなら大きい
　　方がいいと思う

エ　達成するのが難しい夢や
　　希望は持つべきではない

オ　夢や希望を持ってもしかた
　　がない

66.3

68.1

28.3

3.6

4.8

24.7

25.3

26.5

9.6

9.6

5.4

3.0

33.7

42.8

25.3

0.6

7.8

40.4

56.0

3.0

3.6

3.6

3.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 47 次の場所は、今のあなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所

など）になっていますか。（ア～カについてそれぞれ○は１つ） 

『ア 自分の部屋』で「そう思う」の割合が高くなっています。また、『ウ 学校（卒業した学

校を含む）』で「そう思わない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 48 あなたが将来に関することで何か不安に思っていることがありますか。 

（○はいくつでも） 

「経済的なこと」の割合が 73.5％、次いで「健

康のこと」の割合が 47.6％、「就職のこと」の割

合が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

経済的なこと

健康のこと

就職のこと

結婚のこと

進学のこと

その他

無回答

73.5

47.6

26.5

19.9

4.2

4.8

4.2

0 20 40 60 80

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

回答者数 = 166

ア　自分の部屋

イ　家庭
　　（実家や親族の家を含む）

ウ　学校
　　（卒業した学校を含む）

エ　職場（過去の職場を含む）

オ　地域（図書館や公民館や公
　　園など、現在住んでいる場
　　所やそこにある建物など）

カ　インターネット空間
　　（SNS 、YouTube やオンラ
　　インゲームなど）

66.3

53.6

12.7

10.8

7.8

24.1

15.7

33.1

19.9

28.9

27.7

27.7

7.2

4.2

22.3

24.7

30.1

24.1

4.8

4.2

39.2

28.3

28.3

18.7

6.0

4.8

6.0

7.2

6.0

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８ 武蔵村山市について 

問 49 あなたは、若者向けにどんな場所がもっと武蔵村山市にあればよいと思います

か。（○は３つまで） 

「思いっきり身体を動かせる場所」の割合が

47.6％、次いで「趣味仲間が自由に集まれる場所」

の割合が 32.5％、「静かに勉強したり本が読める

場所」の割合が 27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 50 あなたは、次の相談窓口を知っていますか。（それぞれ○は１つ） 

相談窓口について「知らない」と答えた割合は『ウ 東京都若者総合相談センター 若ナビα』

で 90.4％、『ア 武蔵村山市市民なやみごと相談』で 84.3％、『イ 緑が丘ふれあいセンター（女

性弁護士相談、こころの保健室）』で 78.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

思いっきり身体を動かせる
場所

趣味仲間が自由に集まれる
場所

静かに勉強したり本が読め
る場所

大きな音（楽器演奏など）
を出してもよい場所

気軽におしゃべりできる場
所

インターネットが自由に使
える場所

自分の悩みに関する相談に
乗ってくれる場所

その他

無回答

47.6

32.5

27.1

25.3

23.5

15.1

14.5

6.6

12.7

0 10 20 30 40 50

知っている 知らない 無回答

回答者数 = 166

ア　武蔵村山市市民なやみごと
　　相談

イ　緑が丘ふれあいセンター
　　（女性弁護士相談、こころ
　　の保健室）

ウ　東京都若者総合相談セン
　　ター　若ナビα

13.3

17.5

6.0

84.3

78.9

90.4

2.4

3.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 51 あなたは、武蔵村山市が取り組む青少年や若者の政策にどんなことを望みます

か。（○は３つまで） 

「経済的な困難を抱えている家庭を支援する」の割合が 37.3％、次いで「いじめや虐待などの

悩みを相談できる窓口を充実させ、支援する」、「放課後などに気軽に行ける安全な居場所を提供

する」の割合が 28.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

経済的な困難を抱えている
家庭を支援する

いじめや虐待などの悩みを
相談できる窓口を充実さ
せ、支援する

放課後などに気軽に行ける
安全な居場所を提供する

薬物やたばこなどの有害な
ものから子どもたちを守
り、非行や犯罪防止につと
める

就職に向けた相談やサポー
ト体制を充実させる

インターネットの適正な利
用について学ぶ機会を充実
させる

ヤングケアラーの子どもた
ちを支援する

地域活動や体験活動などの
社会参加を通じて、家庭・
学校・地域がともに青少年
を育成するまちづくりをす
る

多様な授業（国際交流等）
を取り入れるなど、学校教
育を充実させる

妊娠・出産に向けた健康に
関する学習や受胎教育を受
けられること

37.3

28.3

28.3

16.9

16.9

11.4

11.4

10.8

9.0

8.4

0 10 20 30 40
％

青少年や若者が参加できる
イベントや意見を発表でき
る機会をつくり、情報を提
供する

青少年や若者中心のイベン
トやボランティアなどの自
主的な活動を支援する

ニートや引きこもりに関す
る相談や支援を充実させる

結婚相談所や出会いの場の
提供など、若者が結婚しや
すい環境をつくる

特にない

性の悩み相談など、思春期
の子どもを支援する

子どもから大人まで、青少
年活動のリーダーとなる人
を養成する

その他

無回答

7.2

6.0

6.0

5.4

5.4

4.2

2.4

2.4

15.7

0 10 20 30 40
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問 52 市の施策に対して自分の意見を言うとしたら、どのような方法で伝えたいと思い

ますか。（○はいくつでも） 

「アンケート（Web）」の割合が 62.7％、次いで

「アンケート（紙）」の割合が 33.1％、「ＳＮＳ」

の割合が 30.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 166 ％

アンケート（Web ）

アンケート（紙）

ＳＮＳ

メール

対面（リアル）

対面（オンライン）

市の審議会等への参加

その他

無回答

62.7

33.1

30.7

28.3

19.3

11.4

2.4

0.6

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70
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Ⅳ 主な自由意見 

問 53 最後に、子どもや若者に関することについて、普段感じていることやご意見・ご

要望がありましたら、ご自由に御回答ください。 

１ 市・行政 

 22 歳の大学生として、周囲で若年妊娠やシングルマザーとして子育てをする女性が多く、

経済格差が選択肢を制限する現状に違和感を覚える。性教育や避妊、未成年への教育の重

要性を強調し、教育ツールや保育スペースの提供を求める。女性の働く環境改善や女性の

権利向上のために、生理用品の無料提供や子どもへの予算割り増しなどの施策を望む。 

 経済的な支援や助成金の提供、いじめや不登校に悩む人たちのための相談や解決の場を

作ることが重要だと考える。自身がいじめ経験があるため、ニートやひきこもりなどの

人々にも支援を提供すべきである。 

 ２年前に引っ越してきて、若者や家族向けの畑の高額さに驚いた。高齢者向けの畑が余っ

ているなら、余った分を利用できるようにしてほしいと思った。軽い虐待で困っている子

どもが多いと考え、自身も小さい頃に暴力や心ない言葉を受けた経験があり、相談できる

場所が欲しかったと感じている。 

 子どもを安心してあずけられる所が少ない気がする。学童も午後６時には閉館すると聞

いたが、正社員の人が午後６時に帰宅するのは難しい。 

 病児保育や一時預かり施設の充実。子どもを連れて１日過ごせる児童館のような場所。実

家に戻った母子家庭への援助。子どもがいても働きやすい職場、以上のものがあると嬉し

い。 

 これからますます必要になる介護職への魅力が増すような取り組みに期待する。 

 子どもが３人おり、フルタイムで保育士をしながら仕事を続けてきたが、子どもたちの小

学校入学に伴い、仕事を辞める決断をした。キャリアを積みたい気持ちと子どもたちとの

時間を大切にしたい気持ちが交錯し、経済面の心配もある。パートや転職を検討中であり、

この選択に悩み苦しんでいる。母親として子どもの成長を見守りたいという願いが強い。 

 保育園の預かり時間が施設によってばらつきがあり、両親の手を借りないと仕事との両

立が困難。市で統一して預かり時間を決めてほしい。仕事が遠方や就業時間が長い場合、

親が調整しなければならず、保育園の多様性や柔軟性の拡充を求める。 

 数十年にわたり企業の賃上げが行われず、商品の値上げが進んでいるため、家庭の可処分

所得が減少している。この状況が生活困窮につながり、結婚や子どもを産む意欲が減退し、

少子化問題が解決しない。育児に関する制度を充実させ、税金を上げてでも手厚い保障を

提供すべき、その結果が地域の活性化に繋がると思う。 

 保育園料や給食費、学費を安くしてほしい。 

 地域医療を拡充して待ち時間を減らして受診しやすくしてほしい。 

 八王子市の大学に通うが、市内に駅がないことや観光事業の不足を不便に感じている。武

蔵村山市の知名度が低く、鉄道の延伸などの事業が行われていないことに不満を抱く。 
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２ 環境・まち・施設 

 小学校の遊具が利用できない状況に早急な対応が必要。公園が少なく、道路でのボール遊

びやキックボードが危険なため、学校や家庭での注意が必要。放課後の校庭開放時間の拡

大が安全面や子どもの教育によいと考える。昭島市や立川市の子育て支援を参考にし、子

育てしやすい市づくりに積極的に取り組んでほしい。 

 ベビーカーを押していて対面から自転車がきて、こちらが止まってよけてみるが、とくに

会釈もなく通りすぎる。歩道がせまい。自転車通行マークが車道にあるが、２車線道路で

トラック、バスが同車線だとつぶされるのではないかと思う。 

 公園を増やしてあげてほしい。 

 最近新築が増えているが、それよりもまず道を広げるなどしないと交通量が増え登下校

する学生（小学生～高校生）が危険な気がする。 

 図書館や本がボロボロなのでキレイにしてあげてほしい。 

 私の地元の友人は子どもができたら武蔵村山市に帰るという人が何人かいるが、その理

由が田舎っぽく東京っぽさがないから、自然が豊かだからという理由が多いのでその良

さを無くさない方がよいと思う。 

 もっといろんな所に公園があったらよいと思う。自分が今住んでるところから公園まで

15～20 分ほど歩かないとないので、５～10 分ぐらいで行ける公園を作ってほしい。子ど

もが歩きはじめのころ室内なら歩くのに外だと泣いて全然歩かなかったので公園を作っ

てほしい。 

 ボール遊びができる場所がない。 

 娘が生後８ヶ月で支援センター、雷塚図書館によく行く。家からも近くよく利用させても

らっている。ベビーカーを使用するので道が広いととてもうれしい。 

 歩道が狭い。子どもと歩く際、道路（車道）側に転んだらと不安に感じる。 

 子どもや若者に関することはあまりないかもしれないが、歩道がかなり狭く歩いて移動

するには少し危険な場所があるので、難しいとは思いますが何か対策等していただけた

らよいと思う。 

 夜道が暗いので明るくしてほしい。また、登下校のパトロールを増やしてほしい。 

 Ｊアラートなど訓練する際、頑丈な建物、地下への避難と言っているが武蔵村山市にはそ

れらしき建物は一つもない。市内の小中高の学校、図書館、市役所、市民会館に地下施設

があっても良いのではないかと思う。災害時にも役に立つと思う。 
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３ 社会・世の中・大人 

 市内の小学生が自転車や自動車が見えると走り出すことがよくあり、通勤中に目撃され

る。この行動に対する指導を小・中学校に要望する。また、夜間には親子連れが自転車で

無灯を多く見かけるため、親子向けの自転車セミナーの実施が必要だと考える。 

 子どもが成人してからの日本が心配（物価等）。 

 市でイラストの仕事をしたい。 

 いじめや被害経験を持つ今、大人になって気づくのは、親や先生、大人たちはそれに気づ

きにくいということ。自身が親になり、子どもが同様の経験をする可能性に不安を感じる。

子育ては大きな変化をもたらすが、その負担が独身者に集中する仕組みは問題であり、子

育て世帯への支援や働く環境の整備が必要だと感じる。 

 もっと子どもや若い人が中心になったり活躍できる社会になってほしいと思う。子ども

や若い人を大切に思って見守れるような地域になってほしいと思う。 

 もっと男性の育休取得を義務的、強制的に取得できる環境、国、会社にしてほしい。 

 

 

４ 学校・勉強・学習環境 

 小学校時代にモンスターペアレントや問題児が多く、教員も疲弊していた。校長や教育委

員会が対応しない状況に不満を持ち、教員を大切にし、サポートする必要性を感じた。 

 国際的なことに関心を持つのも大切であるがまず日本語、自国の経済政治などについて

学ぶ機会が多い方がよい。 

 不登校の子をサポートする先生や小学校などの支援員の先生の数が少ないと感じる。 

 武蔵村山市は学習にもっと力を入れた方がよいかと思う。全体的に学力が低いのがとて

も気になる。学力向上によって、子ども達の将来的な仕事にもつながると思う。 

 学校の先生には子どもたちへの投げやりな態度が見られ、それが子どもたちにも伝わり、

学校の雰囲気が悪化している。授業にならないほどの混乱やいじめが頻繁に起こり、親が

家庭で教育を担当することが多くなっている。勉強と道徳の指導をもっと頑張ってもら

いたいが、負担が大きいなら家庭でのフォローをする用意はある。ただ、単なる通学の場

所としての役割だけではなく、より意義ある教育を提供してほしい。 

 私は今、社会人ですが高校進学から武蔵村山市からは離れた学校を選び、会社は都内の方

を選び就職した。私が通っていた中学校ではまさに真面目な人がバカを見るような環境

でした。先生方は善処してくださったが、やはり学校生活はいつもどこか息苦しく感じて

いた。私は運よく夢中になれることややりたいことを見つけられ、周囲の人に恵まれ、の

びのび過ごせる勉強も部活なども頑張れるような高校や大学に行けたが、これは個人１

人の子どもの力では難しい事だと強く思う。中学を機に道を外れてしまった人を多く見

た。どうかそのような子どもが少しでも減り、やりたいことに向かって努力を楽しめるよ

うな子どもが増える機会が提供されるとよいと思う。 
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